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●ホウセンカは、
は

葉のえからみつを
だ

出す 

 ホウセンカの
はな

花は、
なが

長くのびたくきからのびる、
は

葉のえの
ね

根もとにつきます。
はな

花には、
ほそ

細
なが

長くのびたしっぽのようなものがあり、この
ね

根もとにみつが
はい

入っています。でも、みつのに

おいで
はな

花にやってきても、みつをなめられる
むし

虫は、
なが

長いストローのような
くち

口をもつガの
な か ま

仲間

か、
なが

長い
した

舌をもったミツバチ、
はな

花のおくまでもぐりこめるアリなどだけです。 

 ホウセンカは、
はな

花
い が い

以外のくきにも、アリがたくさんきています。なぜでしょうか。 

 じつは、ホウセンカは、
は

葉のえの
ぶ ぶ ん

部分に、
とくべつ

特別な、みつを
だ

出すいぼのようなもの（みつ
せん

腺）

がついています。ホウセンカの
はな

花がつい 

ているそばの、
は

葉のえの
ぶ ぶ ん

部分のあちこちに、み 

つの
で

出るこぶがあるため、アリは、そのみつを 

なめに
あつ

集まってくるのです。 

●みつを
だ

出して、アリに
はな

花や
は

葉を
まも

守ってもらう  

 たくさんのアリが、ぞろぞろ
のぼ

上り
お

下りして 

いるホウセンカの
はな

花の
ちか

近くには、ほかの
むし

虫の 
ようちゅう

幼虫などは、
ちか

近づけません。そのため、アリ 

は、ホウセンカの
はな

花や
は

葉が
むし

虫に
く

食われるのを 
ふせ

防いでいることになります。ヘチマ、サクラ 

の
は

葉のえ、カラスノエンドウの
はな

花やくきのつ 

け
ね

根などにも、みつを
だ

出すしかけがあり、アリ 

がよく
あつ

集まってきます。（監修・中山 周平） 

 

花のみつの入った所

ホウセンカ 

みつ腺  

ホウセンカの
はな

花に、アリがたかっていたのはなぜ 


